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Abstract 

 
On September 6, 2018, Hokkaido Eastern Iburi Earthquake was occurred. The center of this earthquake 
is Atsuma of Iburi region. Moreover, the maximum seismic intensity was 7. After this earthquake, the 
authors investigated RC buildings and foundation damages in Iburi and Hidaka regions. As the result 
of the survey, however very sever damages were not confirmed, there were minor damages at RC non-
structural walls, RC expansion joints and foundations on banking. Therefore, a structural design 
methods are required for these members. 
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表 2.4 厚真町における学校建築物の被害状況の一例

記号 地域 最大震度 校舎の諸元 被害状況の概要

A1 厚真町 震度 7 3 階建

RC 構造

梁に斜めひび割れ，柱に曲げひび割れ，基

礎にひび割れ(w=0.4mm 程度)，開口部にひ

び割れ

A2 3 階建

RC 構造

古いひび割れ多数，吹き付けタイル・外壁

が損傷

A3 2 階建

RC 構造

吹き付けタイル剥落，基礎にひび割れ

w：ひび割れ幅

   
(a) 梁および柱のひび割れ          (b) 開口部周囲のひび割れ

写真 2.1 学校 A1 の被害状況

(2) 安平町

表 2.5 に安平町における学校建築物の被害状況の一例を示す。安平町の学校建築物においても，被害

は散見されるものの，損傷度区分としては厚真町と同様に，損傷度 I から II の範囲であると考えられる。

表 2.5 安平町における学校建築物の被害状況の一例

記号 地域 最大震度 校舎の諸元 被害状況の概要

B1 安平町 震度 6 強 3 階建

RC 構造

ひび割れ多数，非構造壁損傷，地震後使用

中止になったが補修して三学期から再開

B2 3 階建

RC 構造

柱曲げひび割れ，スラブ段差，EXP. J.損傷，

非構造壁損傷，再建(6)

B3 2 階建

RC 構造

体育館にひび割れ(w=0.4mm 程度)，腰壁に

ひび割れ，柱に曲げひび割れ，仕上げ損傷

B4 3 階建

RC 構造

柱に曲げひび割れ，腰壁にひび割れ，体育

館の屋根損傷，壁に斜めひび割れ

B5 2 階建

RC 構造

道路の割れ，体育館危険判定（天井落下，

内壁の損傷など）

w：ひび割れ幅
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写真 2.2 に学校 B1 の被害状況を示す。本建物では，外観調査だけでなく内観調査も実施している。

(a)に示すように，当該建物は外付けブレースなどにより耐震補強されている。当該建物においては，

(b)に示すエキスパンションジョイント（以下，EXP. J. と略記する）およびその周囲のタイルやの損傷

や，(c)および(d)に示すように非構造壁の損傷が確認された。さらに地震前は，時計付きの飾り壁が屋

根部分に取り付けられていたが，(e)に示すように本地震によって大きく損傷したため，現在は撤去さ

れている。

   
(a) 建物全景                 (b) EXP. J.の損傷

   
(c) 非構造壁の損傷-1            (d) 非構造壁の損傷-2

   
(e) 時計付き飾り壁の損傷       (f) 飾り壁の撤去後(Ｈ30.11 撮影)

写真 2.2 学校 B1 の被害状況
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写真 2.3 に学校 B2 の被害状況を示す。本建物においても，外観調査だけでなく内観調査も実施して

いる。(a)に示すように当該建物では，床に大きなひび割れが確認された。また，(b)や(c)に示す通り，

学校 B1 と同様に非構造壁や EXP. J.の被害も確認された。さらに，基礎梁の仕上げモルタルの剥落など

の損傷も確認された。この他にも，建物内部において RC 梁の仕上げモルタルの剥落が生じていた。

   
(a) 床に生じたひび割れ           (b) 非構造壁の被害

   
(c) EXP. J.の損傷           (d) 基礎梁の仕上げモルタルの剥落

写真 2.3 学校 B2 の被害状況

(3) むかわ町

表 2.6 にむかわ町における学校建築物の被害状況の一例を示す。厚真町と安平町の学校建築物と同様

に，損傷度 III を超えるような被害は，目視による外観調査の範囲では確認されなかった。

表 2.6 むかわ町における学校建築物の被害状況の一例

記号 地域 最大震度 校舎の諸元 被害状況の概要

C1 むかわ町 震度 6 強 2 階建

RC 構造

柱に曲げひび割れ(w=0.25mm 程度)

C2 2 階建

RC 構造

壁・開口部にひび割れ(w=0.25mm 程度)，
EXP.J. 15cm くらいのずれ

C3 2 階建

RC 構造

エントランスの壁に斜めひび割れ，外壁

が剥落，道路損傷，体育館の壁にひび割れ

(w=0.35mm 程度)
C4 2 階建

RC 構造

腰壁にひび割れ(w=0.5mm 程度)，基礎にひ

び割れ

w：ひび割れ幅
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写真 2.4 から写真 2.6 に，むかわ町で確認された学校建築物の被害事例を示す。

写真 2.4 は学校 C2 において，校舎と体育館の間の渡り廊下の EXP. J.に生じた被害であり，このため

か基礎梁で，仕上げモルタルの剥落が確認される。また写真 2.5 は，学校 C4 の腰壁に生じたひび割れを

示している。さらに学校 C3 では，写真 2.6 に示すように外壁の剥落が確認された。

写真 2.4 校舎と体育館の渡り廊下の EXP. J.の被害(C2)

   
写真 2.5 腰壁に生じたひび割れ(C3)         写真 2.6 外壁の剥落(C4)

2.2.2 その他の建物

前項では，学校建築物の被害事例について報告した。前述のように本対象地域では，地域の特質上大

規模な RC 構造物はほとんどないが，庁舎や集合住宅など，幾つかの RC 造建物があり，これらの建物に

おいても，被害が確認された。そこで本項では，これらの被害事例について述べる。

写真 2.7 から写真 2.9 に，当該対象地域で確認された RC 造建物の被害事例の一部を示す。

写真 2.7 は外壁の被害事例である。この建物は，複数の倉庫が立ち並ぶ敷地の一角にあるものであり，

躯体が RC 構造，外壁がレンガで構成されているが，同写真に示す通り，レンガの外壁がくずれ落ちて

いる。同じ区域にあるこの他の倉庫においても，ブレースが座屈していたり，基礎にひび割れが生じた

りするなどの被害が散見された。

写真 2.8 は，厚真町にある 3 階建の集合住宅の被害事例である。学校建築物においても，校舎と校舎

の間，あるいは校舎と渡り廊下との間の EXP. J. で被害が確認された。これらと同様に写真 2.8 も EXP. 
J.の被害である。この集合住宅は，2 つの棟が平面的に「へ」の字形に並んでおり，これらをつなぐ渡り
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廊下との間の EXP. J.周囲で被害が生じている。これまでに見た被害と異なり，RC 柱のかぶりコンクリ

ートが，鉄筋が見えるほど大きく剥落している点に特徴がある。

写真 2.9 は，むかわ町にある 4 階建の集合住宅の被害事例であり，基礎梁から壁に向かって大きなひ

び割れの発生が確認された。

写真 2.7 外壁の被害事例（厚真町）

   
(a) 建物全景（渡り廊下）           (b) EXP. J.の被害

写真 2.8 3 階建て RC 集合住宅の EXP. J.の被害（厚真町）

   
(a) 建物全景            (b)基礎梁から壁に伸びるひび割れ

写真 2.9 4 階建て RC 集合住宅の被害（むかわ町）
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3. 基礎・地盤関連の被害状況

3.1 まえがき

本章では，主に地盤変状とそれに起因する建築物の基礎を対象として実施した地震被害調査について

報告する。調査地域は震央に近い胆振・日高地方の厚真町，安平町，むかわ町および新ひだか町である。

調査は 9 月 13 日に上記 4 つの市町に赴き，初動調査として被害状況を把握した。また，12 月 25 日と

12 月 26 日に追加調査として厚真町豊沢地区の分譲地における戸建て住宅の被害調査を実施した。本調

査結果の一部は文献(7)において報告している。

3.2 被害状況と被害要因

3.2.1 厚真町

厚真町は最大震度 7 を観測した地域であり，新町と豊沢の 2 つの地区の調査を実施した（図 3.1）。
(1) 新町地区

 厚真町新町地区は，中心市街地から南東方向に位置し，標高が市街地よりも 10～20m 程高く，傾斜地

が多い。この地区では，写真 3.1～写真 3.2 に示すように，道路や建物敷地内に地盤変動に伴う地割れの

被害が多数発生していた。

図 3.1 厚真町の調査エリア（航空写真・標高コンター）

   

写真 3.1 整備中の道路に生じていた地割れ 写真 3.2 建物敷地内に生じていた地割れ
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写真 3.3 擁壁の沈下・水平移動 写真 3.4 建物の背面地盤での地割れ

  
図 3.2  RC 造 3.F 建物の配置図 写真 3.5  RC 造 3.F 建物の全景

   
写真 3.6 1F 出入口の損傷 写真 3.7 敷地東側での地割れ

   
写真 3.8  基礎隅角部の損壊 写真 3.9 基礎に一部ひび割れ

N

地割れ・地盤変状

建物

道路

斜面の傾斜方向→
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 写真 3.3 に示す 2 階建ての戸建て住宅では，建物自体の沈下や傾斜は外観上からはほぼ確認できなか

ったが，建物前面の擁壁が 3.0cm 程度沈下および水平方向へ動いた形跡が見られた。建物の前面道路の

先には斜面があり，また建物の背面地盤で地割れ（写真 3.4）が見られたことから，地盤が斜面方向へ大

きく動いたことで被害が生じたと思われる。

 写真 3.5 は RC 造 3.階建てアパートの全景である。この建物は，図 3.2 のように南・東側の周辺道路よ
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道路との境界となる歩道では隆起が生じていた。建物周辺の地盤変状によって軽微な被害は確認された

ものの，建物自体の沈下や傾斜は認められなかった。

 その他に，傾斜地において住宅の基礎部材の損傷（写真 3.8，写真 3.9）や擁壁のはらみ出し，ブロッ

ク塀の倒壊などの被害が確認された。

(2) 豊沢地区

 厚真町豊沢地区は中心市街地から南方向に位置し，そのうちの一つは 1980 年代に分譲が開始された

地区である。この地区は，天然の樹木や自然の地形を残した場所であるため，起伏に富んだ地形で傾斜

地が多い。そのため，地盤のすべりや地震時の地盤変動が隣地と差が大きくなったことが要因と思われ

る被害が見受けられた。 
 写真 3.10 は玄関側のデッキ部分が損壊した平屋の住宅である（写真はデッキ部分が撤去後）。この敷

地は住宅の南側と東側（写真の手前側と右側）が傾斜しており，東側には沢が流れている。地盤が斜面

方向に変動したことが要因で住宅に大きな被害を及ぼしたと思われる。 
 写真 3.11 は傾斜地に建つ平屋の住宅であり，谷側にある柱が中央の梁との接合部で折損する被害が確

認された。被害が生じた柱の脚部が谷側へ水平移動していることから，斜面のすべりに伴う地盤変位の

影響が建物の位置によって差異が生じたことで断面欠損した柱の弱部に被害が生じたと思われる。 

   
写真 3.10 地盤の変動によって損壊したと 写真 3.11 地盤のすべりによって谷側の柱が

   思われる住宅（正面のデッキ部分の撤去後） 折損したと思われる住宅

3.2.2 安平町

 安平町は最大震度 6 強を観測した地域であり，調査を実施した早来大町地区は JR 安平駅から北東に

位置する。

 この地区の比較的平坦な敷地に，RC 造 2 階建ての集合住宅が図 3.3 のように全体で 3 棟配置されてい

た。写真 3.12 に示す建物 A では，西側の地盤で建物の長辺方向（北西－南東方向）に沿って最大幅 40cm
程度の地割れが見られた。また，建物の南側では地盤が 3.0cm 程度沈下し，地下埋設物が地上に突出し

ていた（写真 3.13）。基礎部材においては，建物西面の出隅部で水平方向のひび割れ，南面では鉛直方向

のひび割れが多数生じていた。基礎部には軽微な被害が確認されたが，建物自体の沈下や傾斜は認めら
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れなかった。建物 B でも周辺地盤が 10cm 程度沈下し，建物北側の共用部分の床・壁の境界部では水平

方向に大きなクラックが発生（写真 3.14）していた。また，建物 B と建物 C の住棟間の通路において多

数の変状が見られ，周辺道路でも 5cm ほどの段差が生じていた。

 写真 3.15 は丘陵地に建つ神社における被害の状況である。社殿が完全に崩壊し，屋根が地上にある状

態であった。参道にある石柱が東側へ転倒し，また神社の南側に位置する住宅地の斜面ですべり（写真

3.16）が見られたことから，地盤変動が大きかったと思われる。

 写真 3.17 は神社の西側の傾斜地に建つ 2 階建ての戸建て住宅の被害状況であり，外壁が損壊して一部

が剥落していた。敷地は建物の南西側と北西側に斜面があり，北西側の擁壁がはらみ出していた。地盤

変動によって基礎が大きく動き，変形が上部構造物にも及んだと思われる。

 その他に，写真 3.18 に示すように住宅の基礎部材に一部ひび割れや損傷などが見られたが，比較的新

しい住宅では外観上からは大きな被害は確認できなかった。

   
図 4.3 RC 造 2F 建物の配置図 写真 3.12 RC 造 2F 建物 A の全景と地割れ

   
写真 3.13 地盤沈下と基礎に一部ひび割れ 写真 3.14 建物 B の共用部分での損傷

   
写真 3.15 社殿の崩壊（手前側） 写真 3.16  神社の南側斜面のすべり

N

A

B

C

地割れ・地盤変状
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地割れ 
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写真 3.17 傾斜地に建つ住宅と擁壁の被害 写真 3.18 基礎に一部ひび割れ

3.2.3 むかわ町

 むかわ町は最大震度 6 強を観測した地域であり，調査を実施した美幸，末広，大原地区はむかわ駅の

南側～東側に位置する市街地である。地盤の水平変位に伴うインターロッキングの変状が至る所で発生

していた。

 むかわ駅の南側の道道 10 号線沿いで写真 3.19 に示すように，比較的古い店舗併用住宅の 1 階部分が

倒壊していたケースが多く見られ，倒壊を免れた建物でも大きく変形するなど被害が大きかった。その

ため，それらの建物の基礎・地盤の状況を確認することが困難であった。一方，比較的新しい住宅では，

無被害または基礎の一部にひび割れ（写真 3.20）や損傷が生じる軽微な被害であった。その他に，擁壁

の損傷などが確認された。

   
(1) 建築物 A (2) 建築物 B

写真 3.19 建築物の倒壊・変形（基礎・地盤の被害状況の確認が困難）

写真 3.20  基礎に一部ひび割れ
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3.2.4 新ひだか町

 新ひだか町は最大震度 6 弱を観測した地域であり，調査地は静内の山手・末広地区である。

 盛土した部分での地盤変状が顕著であり，RC 造 5F アパートでは地盤沈下に伴う埋設管の隆起や基礎

フーチング（またはパイルキャップ）周辺の地盤の沈下が確認された（写真 3.21～写真 3.23）。また，戸

建て住宅の基礎梁の損傷（写真 3.24）なども見られた。

写真 3.21 地盤沈下に伴う埋設管の隆起

 
写真 3.22 地盤変動に伴う外階段の変状 写真 3.23 基礎フーチング周辺の地盤変状

写真 3.24 基礎梁の損傷
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4 まとめ

著者らは，北海道胆振東部地震において，震央の周辺地域を対象に，建物の被害状況を把握するため

の現地調査を実施した。以下に，本調査結果による知見を述べる。

4.1 RC 建築物

第 2 章において，北海道胆振東部地震における，厚真町，むかわ町，安平町の鉄筋コンクリート造建

物の被害調査の結果について述べた。学校建築物では，一部の学校が建て替え，取り壊しになったもの

の，目視調査の結果では最大でも損傷度 II であり，軽微な損傷であったと言えよう。

また，非構造壁やエキスパンションジョイントおよびその周囲の構造部材に，ひび割れやコンクリー

トの剥落等の被害が散見された。これらの部材については，明確な耐震設計法は確立されておらず，今

後，何らかの対策や，設計法の提案が必要であるように思われる。

4.2 基礎構造物

震央に近い地域では，道路や建物敷地内での地盤の隆起や陥没の被害が非常に多かった。そのため基

礎部材の損傷も多数見られ，平坦地に盛土をして建設された建物では基礎周辺の地割れや沈下が大きか

った。更に，傾斜地では地盤の側方移動に起因すると思われる建物の被害だけでなく，異種基礎と思わ

れる建物の被害も見られた。異種基礎や基礎の根入れに対する効果など地盤と基礎に関する被害を低減

させる対策や設計法は今後の検討課題である。
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